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ブリーディング（水の分離）

• 打込み後のコンクリートに起こる分離現象

骨材やセメント粒子：沈降

水：比較的軽い微細な物質を伴って上昇

• ブリーディングにより浮上した微粒物はコンクリート
表面に薄い層をなして沈積

⇒ （強度も付着力もきわめ
て小さい）

⇒ 打ち継ぎ時には必ず除去する



• ブリーディングは、コンクリート上面のみならず、水平
鉄筋や粗骨材下側に水膜や空隙を形成し、 を
残す

沈下ひび割れ

⇒ 鉄筋とセメントペーストとの付着力の低下
コンクリートの水密性の低下



コンクリートの運搬

• コンクリートプラントから工事現場までの運搬

• 現場内における打ち込み場所までの運搬





運搬中に注意すべきこと

運搬中に生ずるコンクリート品質変化

(1)

(2)

スランプ
空気量
セメントの凝結変化

運搬方法、
時間、
温度
による

豆板（ジャンカ）、コールドジョイントの原因



コンクリートの打込み

1. コンクリートは低い位置から鉛直に落とす（1.5m以下）

2. 横流しを避ける（材料分離防止）

3. 均等な厚さに水平に打ち込む

4. 2層以上に分けて打つ場合には、打込み表面を平らに
して十分振動締め固めをしてから次の層を打ち重ねる

打ち重ね時間間隔

外気温が25℃未満の場合は150分

外気温が25℃以上の場合は120分 が目安

5. 著しい材料分離が認められた場合、作業を中止して原
因と対策を検討する。



締固め
区分 方法

内部振動 棒状振動機

外部振動 型枠振動機

人力 つき（突き棒）

たたき（木づち）

•内部の空隙を少なくし、鉄筋、埋設物な
どとコンクリートをよく密着させる

•コンクリートが均一で密実になること





[施工標準]

[施工編：施工標準]で対象とする標準的な施工方法

（施工標準：p.81）



①湿潤養生
②温度制御養生（保温養生）
③振動・衝撃・載荷を防止する手段

養生

• 養生とは、コンクリートの強度、耐久性、水密性等の所
要の性能を確保し、有害なひび割れ等の初期欠陥を生
じさせないようにするために、打込み後の一定期間、適
切な温度および湿度に保持するとともに、振動・衝撃・
荷重等の有害な作用から保護することをいう。



(1) 適切な温度の確保

(2) 適切な水分の確保（湿度）

(3) 有害物質からの保護

(4) 荷重からの保護
適切な水分確保

配合上含まれる水分 (W/C)

養生時の湿度

Mixing

Curing

コンクリート構造物

コンクリート作成 型枠脱型 供用開始

セメントの水和反応
十分な性能を確保
- 強 度(Strength)

- 耐久性(Durability)

養生

適切な温度確保

水和熱Mixing

養生温度Curing

養 生 と は

養生



養生の良否により、コンクリートの性能は大きく左右される。

表面が乾燥して内部の水分が失われると
セメントの水和反応が十分に行われない

直射日光や風などによって表面だけが乾
燥するとひび割れ発生の原因

○コンクリートの力学的性能、耐久性、およびその他の性能等の品質を高める

○コンクリートを十分硬化させる

○硬化中の乾燥による収縮をできるだけ小さくする

養生の意味と重要性

養生により得られる特徴

養生が不足する際に起きる若材齢での影響

セメントの水和作用が完全に行われるために
必要な水セメント比：２２～２７％



日平均気温 普通ポルトランドセメント 混合セメントB種 早強ポルトランドセメント

15℃以上 5日 7日 3日

10℃以上 7日 9日 4日

5℃以上 9日 12日 5日

短期および標準 長期および超長期

早強ポルトランドセメント 3日以上 5日以上

普通ポルトランドセメント 5日以上 7日以上

M,L,BB,FB 7日以上 10日以上

●土木学会_コンクリート標準示方書(2007年度版)

●日本建築学会_JASS5（2009）

型枠および支保工の取り外しに必要な圧縮強度が早期に得られた場合でも
養生期間内は湿潤状態を保つ必要がある。

養生日数（湿潤養生期間）の基準



養生と圧縮強度


